
５ 2024年（令和6年）4月30日（火曜日） （第三種郵便物認可）
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釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社
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当
所
は
、
釧
路
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
大
正

年

月
に
前
身
の
商
法
会
議

所
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
１
０
０
年
を
迎
え
る
。
１
０
０
周
年
を
記
念
し
た
式

典
や
祝
賀
会
の
開
催
、
事
業
の
実
施
に
向
け
た
協
議
を
進
め
る
た
め
の
第
１
回
実
行
委

員
会
が

日
（
火
）
に
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会議の開催にあたりあいさつする栗林実行委員長

メ
ン
バ
ー
に
向
け
決
意
を
述
べ
る

阿
部
会
長
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ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
詳
細
や

各
委
員
会
・
部
会
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

１
．
政
策
提
言
活
動

　
中
小
企
業
の
実
情
を
踏
ま
え
た

景
気
対
策
と
活
性
化
策
の
推
進
、

産
業
振
興
策
の
積
極
的
展
開
、
原

材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
価
格
転

嫁
対
策
な
ど
を
訴
え
て
い
く
。
ま

た
、
ひ
が
し
北
海
道
の
拠
点
都
市

と
し
て
、
北
海
道
横
断
自
動
車
道

の
延
伸
や
高
規
格
道
路
、
港
湾
、

空
港
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤

整
備
の
実
現
な
ど
、
東
北
海
道
商

工
会
議
所
連
絡
協
議
会
、
根
釧
圏

（
シ
マ
フ
ク
ロ
圏
）
発
展
推
進
機

構
に
よ
る
要
望
活
動
、
及
び
北
海

道
商
工
会
議
所
連
合
会
、
日
本
商

工
会
議
所
等
と
連
携
し
、
実
効
性

の
あ
る
政
策
提
言
活
動
を
展
開
す

る
。

【
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
】

①
景
気
対
策
に
関
す
る
建
議
要
望

②
国
出
先
機
関
の
存
続
に
関
す
る

建
議
要
望

③
社
会
・
産
業
基
盤
整
備
促
進
に

関
す
る
建
議
要
望

④
地
域
活
性
化
、
産
業
振
興
に
関

す
る
建
議
要
望

⑤
中
小
企
業
支
援
に
関
す
る
建
議

要
望

⑥
金
融
・
税
制
改
正
に
関
す
る
建

議
要
望

２
．
産
業
の
育
成
振
興

　
地
域
特
性
を
生
か
し
た
産
業
の

育
成
・
振
興
を
図
る
た
め
、
石
炭

産
業
に
つ
い
て
は
、
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
と
し
て
の
位
置
付
け
と

産
炭
国
に
対
す
る
石
炭
採
掘
・
保

安
に
関
す
る
技
術
移
転
等
事
業
の

充
実
及
び
継
続
を
強
く
求
め
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
推
進
し

て
い
く
。
ま
た
、
水
産
業
に
お
け

る
養
殖
事
業
の
事
業
化
に
向
け
た

研
究
を
進
め
る
と
共
に
、
製
造
業

に
お
け
る
技
術
力
の
向
上
や
地
場

製
品
の
海
外
展
開
支
援
、
産
学
協

働
の
推
進
、
観
光
産
業
の
振
興
を

目
指
す
。

【
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
】

①
産
炭
国
に
対
す
る
石
炭
採
掘
・

保
安
に
関
す
る
技
術
移
転
等
事

業
の
充
実
及
び
継
続
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
力
向
上
策
の
推
進

②
地
場
産
業
振
興
策
の
推
進

③
観
光
産
業
の
振
興
と
受
入
体
制

の
強
化

④
地
元
技
術
力
に
よ
る
地
場
製
品

の
販
路
拡
大

⑤
地
元
大
学
等
と
の
産
学
協
働
の

推
進

⑥
事
業
化
支
援
に
向
け
た
関
係
機

関
と
の
連
携

⑦
新
た
な
産
業
の
創
出
に
向
け
た

調
査
・
研
究

⑧
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援
の
推

進
３
．
街
づ
く
り
の
推
進
・
都

市
機
能
の
充
実

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
商
店

街
振
興
、
物
流
拠
点
機
能
の
向
上
、

公
共
交
通
や
都
市
機
能
の
充
実
と

そ
れ
ら
を
活
用
し
た
街
づ
く
り
を

進
め
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
を
見

据
え
た
防
災
・
減
災
対
策
や
若
者

の
流
出
抑
制
に
向
け
た
取
組
な
ど

を
含
め
事
業
を
推
進
す
る
。

【
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
】

①
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
推

進
②
釧
路
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想

に
お
け
る
重
点
戦
略
の
積
極
的

推
進

③
商
店
街
活
性
化
策
の
推
進

④
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

⑤
地
域
強
靭
化
の
推
進

⑥
物
流
拠
点
港
湾
釧
路
港
利
用
向

上
対
策
の
推
進

⑦
食
料
基
地
構
想
の
推
進

⑧
た
ん
ち
ょ
う
釧
路
空
港
の
路
線

拡
充
、
空
港
機
能
の
充
実
強
化

及
び
利
用
促
進

⑨
都
市
間
に
お
け
る
公
共
交
通
網

の
利
便
性
向
上
対
策
の
推
進

⑩
当
地
の
特
性
を
活
か
し
た
地
域

活
性
化
の
推
進

⑪
北
海
道
Ｉ
Ｒ
（
特
定
複
合
観
光

施
設
）
誘
致
に
よ
る
地
域
活
性

化
の
推
進

⑫
イ
ベ
ン
ト
等
に
関
す
る
リ
バ
ー

サ
イ
ド
で
の
開
催
の
働
き
掛
け

⑬
若
者
の
流
出
抑
制
に
向
け
た
進

路
先
の
可
能
性
調
査

４
．
中
小
企
業
の
振
興
・
人

材
の
育
成

　
地
域
の
経
済
・
社
会
を
支
え
る

中
小
企
業
は
、
為
替
や
国
際
情
勢

の
影
響
に
よ
る
原
材
料
価
格
の
高

騰
、
労
働
力
不
足
、
市
場
環
境
の

変
化
な
ど
様
々
な
要
因
が
重
な

り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
環

境
に
置
か
れ
て
い
る
。
事
業
の
発

展
・
永
続
に
向
け
て
、
Ｄ
Ｘ
推
進

に
よ
る
業
務
効
率
化
や
生
産
性
向

上
、
市
場
開
拓
な
ど
直
面
す
る
経

営
課
題
の
解
決
に
資
す
る
取
組
が

急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
た
経
営
支
援
を
さ

ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
支
援

機
関
・
専
門
家
と
も
連
携
し
た
き

め
細
か
な
伴
走
支
援
や
人
材
対
策

事
業
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
、

中
小
企
業
の
振
興
と
地
域
経
済
の

底
上
げ
に
つ
な
げ
て
い
く
。

【
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
】

①
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に

対
す
る
経
営
相
談
体
制
の
強
化

②
経
営
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の

支
援
事
業
の
積
極
的
推
進

③
創
業
に
関
す
る
相
談
・
支
援
並

び
に
く
し
ろ
地
域
創
業
ス
ク
ー

ル
の
実
施

④
人
材
確
保
支
援
事
業
の
実
施

５
．
組
織
・
運
営
基
盤
強
化

　
部
会
活
動
を
充
実
す
る
と
共

に
、
会
員
堅
持
の
た
め
の
会
員
増

強
、
生
命
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
を
実
施
し
、
組
織
・
運
営
基
盤

の
強
化
を
図
る
。
ま
た
、
事
務
局

と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
へ
の
取
組
な
ど
を
進

め
る
。

【
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
】

①
部
会
・
委
員
会
活
動
の
活
性
化

②
会
員
増
強
・
生
命
共
済
制
度
、

特
定
退
職
金
共
済
制
度
の
加
入

促
進

③
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
へ
の
取
組

④
事
業
継
続
計
画
の
策
定

⑤
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
活
用
推

進
６
．
特
別
事
業

【
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
】

①
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
と
し
て

の
よ
り
一
層
の
機
能
確
保
に
向

け
た
取
組

②
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
の
推

進
③
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の

実
施

④
Ｙ
Ｅ
Ｇ
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

釧
路
大
会
に
関
す
る
支
援

ね
ら
い
　
陸
・
海
・
空
の
交
通
拠

点
の
機
能
向
上

・
北
海
道
横
断
自
動
車
道
の
延
伸

促
進

・
釧
路
港
港
湾
計
画
の
令
和
８
年

改
訂
に
向
け
た
政
策
提
言

・
新
規
航
空
路
線
開
設
の
働
き
掛

け

ね
ら
い
　
「
ま
ち
」
の
復
活
と
賑

わ
い
の
創
造

・
鉄
道
高
架
及
び
駅
周
辺
整
備
事

業
へ
の
民
意
形
成
に
向
け
た
取

組
及
び
中
心
市
街
地
活
性
化
の

推
進

・
空
き
ビ
ル
化
し
た
商
業
施
設
等

の
除
却
支
援
に
向
け
た
協
議

・
公
共
施
設
及
び
高
等
教
育
機
関

を
含
む
移
転
構
想
の
取
組

ね
ら
い
　
地
域
で
活
躍
で
き
る
高

度
な
人
材
育
成

・
理
工
農
系
学
部
学
科
増
設
に
向

け
た
取
組

ね
ら
い
　
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
関
連

産
業
の
創
出
に
向
け
た
取
組
の
推

進・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の

挑
戦
（
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点

構
想
を
は
じ
め
と
す
る
取
組
）

ね
ら
い
　
冷
涼
な
気
候
・
風
土
の

優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル

・
目
標
年
次
を
定
め
、
戦
略
性
を

持
っ
た
「
涼
し
い
釧
路
」
の
Ｐ

Ｒ(

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
起
用
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
方

法
の
検
討)

　
マ
ル
経
資
金
は
、
小
規
模
事

業
者
の
皆
様
の
経
営
改
善
や
事

業
の
発
展
を
図
る
た
め
に
必
要

な
資
金
を
、
商
工
会
議
所
の
推

薦
に
よ
り
日
本
政
策
金
融
公
庫

が
無
担
保
・
無
保
証
人
、
低
金

利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

　
融
資
限
度
額
２
０
０
０
万
円

（
１
日
現
在
利
率
１
・

％
）

で
、
返
済
期
間
（
う
ち
据
置
期

間
）
は
運
転
資
金
７
年
以
内
（
１

年
以
内
）
、
設
備
資
金

年
以

内
（
２
年
以
内
）
で
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
事

業
者
が
要
件
を
満
た
し
た
場

合
に
受
け
ら
れ
る
別
枠
１
０
０

０
万
円
（
利
率
当
初
３
年
間

０
・
５
％
引
き
下
げ
）
の
制
度

拡
充
も
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
細
は
、

当
所
地
域
振
興
部
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
ま
で
。

マ
ル
経
資
金
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
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創
立
１
０
０
周
年
実
行
委
員

会
（
実
行
委
員
長
＝
栗
林
定
正

会
頭
）
は
会
頭
・
副
会
頭
・
専

務
理
事
と
当
所
の
常
設
委
員
会

で
割
り
振
り
し
た
５
つ
の
部
会

で
構
成
し
、
１
０
０
周
年
を
記

念
し
た
式
典
や
祝
賀
会
、
節
目

に
相
応
し
い
事
業
な
ど
を
協
議

し
進
め
て
い
く
。

　
冒
頭
、
栗
林
実
行
委
員
長
は

「
本
年

月
に
、
釧
路
商
工
会

議
所
は
１
０
０
周
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
地
域

と
と
も
に
歩
み
を
進
め
て
き
た

商
工
会
議
所
と
し
て
地
域
の
皆

さ
ま
に
還
元
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
事
業
完
遂

に
向
け
て
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　
議
事
で
は
、
記
念
式
典
・
祝

賀
会
を

月

日
（
水
）
に
釧

路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
ほ
か
、
当
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
来
賓
候
補
者
を
確
認
し

た
。

　
出
席
者
か
ら
は
、
過
去
の
１

０
０
年
を
重
ん
じ
る
よ
う
な
式

典
に
し
て
い
き
た
い
と
い
っ
た

意
見
や
、
祝
賀
会
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
釧
路
ら

し
さ
を
出
せ
る
よ
う
な
も
の
を

考
え
て
い
き
た
い
と
い
っ
た
意

見
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
記
念
誌
で
は
掲
載
内

容
や
発
刊
時
期
を
説
明
し
、
出

席
者
よ
り
過
去
の
振
り
返
り
だ

け
で
は
な
く
、
現
在
・
未
来
に

つ
な
が
る
内
容
に
し
て
も
ら
い

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
た
。

　
さ
ら
に
、
記
念
事
業
に
つ
い

て
は
社
会
課
題
の
解
決
や
地
域

産
業
の
振
興
を
目
的
と
し
た
創

業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

や
地
域
特
性
を
生
か
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
構
想
が
示

さ
れ
、
今
後
協
議
を
進
め
る
こ

と
と
し
た
。

　
当
所
青
年
部
（
釧
路
Ｙ
Ｅ
Ｇ

・
阿
部
将
和
会
長
）
の
令
和
６

年
度
通
常
総
会
が

日
（
火
）

午
後
６
時

分
よ
り
、
釧
路
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
約

人
が
参

加
し
た
。

　
冒
頭
、
阿
部
会
長
は

年
振

り
に
釧
路
で
開
催
さ
れ
る
日
本

Ｙ
Ｅ
Ｇ
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

に
触
れ
「
釧
路
の
価
値
を
全
道

に
示
す
機
会
。
釧
路
ら
し
い
大

会
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー

に
対
し
て
「
挑
戦
す
る
こ
と
を

恐
れ
ず
に
積
極
的
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活

動
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
５
年
度
の

事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画
や
収
支

予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
事
の
中
で
、
阿
部
会
長
は

会
長
方
針
の
『
一
蓮
托
生
〜
釧

路
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
絆
が
地
域
の
未
来

を
繋
ぐ
〜
』
に
対
す
る
想
い
を

伝
え
「
本
年
度
は
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
も
あ
り
、
負
担
は
大
き
く
な

る
が
結
束
し
て
取
り
組
み
、
様

々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
」
と
活
動
へ
の
協
力
を
求

め
た
。

　
今
年
度
は
事
務
広
報
委
員
会

（
米
本
周
平
委
員
長
）
・
ス
ポ

ー
ツ
産
業
委
員
会
（
松
野
史
寛

委
員
長
）
・
企
業
誘
致
委
員
会

（
眞
壁
茂
希
委
員
長
）
・
港
湾

事
業
委
員
会
（
綿
貫
裕
介
委
員

長
）
が
設
置
さ
れ
、
掲
げ
た
方

針
の
も
と
事
業
活
動
を
進
め
て

い
く
。

　
さ
ら
に
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
見

据
え
、
日
本
・
北
海
道
Ｙ
Ｅ
Ｇ

と
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、

出
向
者
連
絡
会
議
（
宮
坂
司
議

長
）
を
設
け
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
を

開
催
し
、
西
村
智
久
Ｏ
Ｂ
会
長

ら
と
親
睦
を
深
め
、
結
束
力
を

高
め
た
。


